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研究内容
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• CCTの検出結果を可視化

• 可視化によって何を見たいか

 どのタイミングで誰が変更を加えたもので、それはど
んな変更がされたコードクローンか、それがなぜバ
グにつながっているか？
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課題
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• 見た人（自分）が分析できる表示にする

 樹形図で表示した際、バグを含むリビジョンをすぐに
選択できるようにしたい


